
「宮島包ヶ浦自然公園利活用に係る今後

の取組」に関する説明会

令和７年６月４日（水）
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説　明　内　容

１．宮島包ヶ浦自然公園の利活用方針について

２．「宮島包ヶ浦自然公園利活用方針説明会」

　の報告について

３．宮島包ヶ浦自然公園利活用に係る今後の

　取組について



１.　宮島包ヶ浦自然公園の利活用方針
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【コンセプト】

『感動と学びを体感する包ヶ浦自然公園の再生』

～宮島の自然・文化・歴史を継承し、新たな魅力を付加した瀬戸内エリアの周遊・滞在拠点～

・自然環境の保全・再生に取り組み、宮島の豊かな自然環境を守り伝えるための場

・自然に触れ学習できる場

・誰もが安心して、包ヶ浦自然公園ならではの様々な体験ができる憩いと癒やしの場

・ゆっくりと滞在し、楽しんでもらえる付加価値の創出

【期待する効果】

・民間活力を活用した安定的な財源確保により、市民開放エリアの環境改善や豊かな自然の保全

　再生に向けた財源として活用し、将来にわたって包ヶ浦自然公園の良好な環境形成に寄与。 

・日帰り・滞在を含めた新たな魅力を付加した包ヶ浦自然公園の再生により、包ヶ浦自然公園を

　目的とした新たな宮島ファンを呼び込むことで、宿泊・滞在型の観光地として、宮島全体の観

　光の底上げを図るとともに、観光消費額の増加などにより、宮島をはじめ、市域全体への経済

　波及効果に寄与。 

 

（１）めざす姿



3

【収益事業エリア】

◇民間活力を活用し、事業者が独立採算

で管理・運営を行うエリア

◇収益事業エリアへの事業（施設）につい

ては、「宿舎事業」、「野営場事業」として検

討を進めていく

【市民開放エリア】

◇既存の動植物を将来に向けて守り、維

持するとともに、汽水池やシバナ保護等の

活動を官民一体となって行うなど、自然学

習や環境学習などを実施する環境を整え、

各種アクティビティの場として利活用する

◇市民開放エリアにおける、維持補修を含

めた環境改善に関する公園全体の整備利

用計画については、今後、地域住民や関

係団体等と一緒になって検討していく

（２）利活用エリアの考え方

本市がめざす姿の実現や包ヶ浦自然公園全体を事業者が市と一緒になって、将来にわたり良好

に維持・保全・管理することができ、宮島をはじめ、市域全体の観光振興や地域活性化に寄与する

ことを基本的な考え方とする。



２.　「宮島包ヶ浦自然公園利活用方針説明会」の報告について

開催日時 会場 対象地域 参加者数

R7.3.27（木）
18:30～

etto宮島交流館 宮島 約１３０人

R7.3.29（土）
18:30～

山崎本社みんなのあいプラザ 廿日市 約１８０人

R7.4.14（月）
18:30～

大野東市民センター 大野 約２３０人

R7.4.16（水）
18:30～

水と緑のまちさいき文化センター 佐伯・吉和 約１３０人

計 約６７０人
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（１）説明会の開催状況

　　市内の各地域で計４回開催し、「宮島包ヶ浦自然公園利活用方針」について説明

　を行った。参加者数は、合計で約６７０人であった。



区分 意見・質疑の要旨 市の回答要旨

自然環境の保全や
良好な景観

・施設整備による自然環境や景観悪化へ
　の懸念
・一刻も早く、自然・景観の保全を進めて
　いくことが必要

・事業用定期借地による宿泊施設等の整備手法により、
　安定的な財源も活用し、包ヶ浦自然公園の維持・保
　全・再生を図っていく
・住民の懸念を踏まえたリスク低減の方策の検討、景
　観に配慮した低層の建築物など、自然環境・景観に
　配慮した取組を行っていく

収益事業エリアへ
の事業（施設）の考
え方

・高級ホテル誘致を念頭に置いた質問
・事業用定期借地に伴う民間事業者の撤
　退や転売・転貸等に対する懸念

・利活用方針において、「宿舎事業」、「野営場事業」の
　幅広い施設を対象に検討していくこととしている
・市の土地は売却しない。撤退、転貸リスク等について
　は、公募要領や契約締結などにおいて、専門家の助
　言をいただきながら条件・条項を定めていく

収益事業エリアの
必要性

・包ヶ浦自然公園は、市民センターと同
　様、市民のための施設であり、事業用
　定期借地により民間事業者から収入を
　得てまで実施する必要性
・ケビン等の収支赤字が問題ならば、何
　もしないで自然に戻せばよい

・市全体で考えると、子育て、教育、福祉など様々な
　ニーズに対応していくための予算も必要な中、公共
　施設全てを税金で維持していくことは困難。包ヶ浦自
　然公園の維持・保全には多額の経費も要する。市で
　ケビン等を所有し続けるのではなく、民間活力の導
　入により財源を確保していくことで、将来にわたって
　持続可能な公園管理を行っていく
・現在の包ヶ浦自然公園は人工的に整備されたもので
　あり、人の手を加えることにより自然環境を守ってい
　くことが必要

（２）説明会での主な意見・質疑
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３．宮島包ヶ浦自然公園利活用に係る今後の取組について　

包ヶ浦自然公園における動植物や土地状況等の現況を確認し、環境の保全に生かす。

包ヶ浦自然公園整備利用計画の策定に着手し、利活用方針の実現に向けたハード・ソ

フトの取組や、収益事業エリアにおけるエリアの考え方や懸念事項も含めて、公園全体

に係る幅広い議論・検討を行う。

収益事業エリア（事業用定期借地等）における公募プロポーザルに向けた取組は、上

記の収益事業エリアにおける議論・検討を踏まえて、公募にあたっての条件などを検

討・整理していく。

これら取組により、包ヶ浦自然公園整備利用計画の整備方針の取りまとめを行い、公

募に向けた手続き（公募要領、選定委員会等）は、令和８年度当初予算で計上する。　 　　 

（１）基本的な考え方
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項　目

令和７年度 令和８年度

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

～
1
月

2
月

3
月

①包ヶ浦自然公園
現況把握調査業務
【R7年度】

②包ヶ浦自然公園整
備利用計画策定業務
【R7～R8債務負担】

③包ヶ浦自然公園
公募条件等検討業務
【R7年度】

④公募手続きに関す
る予算

委託事業者決定まで
の期間

ワークショップ、公園整備の方針 公園整備利用計画の策定

調査～分析・報告

収益事業エリアにおける課題や条件等の整理

適宜、調整

公募に向けた手続き

（２）取組スケジュール
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Ｒ
７
年
６
月
補
正

Ｒ
８
年
当
初


